
画像認識技術を用いた野外美術館における作品情報提示システムの開発

大岡　稜 † 熊野　圭馬 † 宮川　怜 ‡ 國枝　孝之 ‡‡ 池田　哲也 ‡‡　
後藤田　中 †† 林　敏浩 †† 紀伊　雅敦 ‡ 八重樫　理人 ‡

†香川大学大学院工学研究科 ‡香川大学工学部 ††香川大学総合情報センター ‡‡株式会社リコー

1 はじめに

多くの屋内美術館において，情報通信端末を用いた

作品情報提示システムが導入されている．美術館にお

ける情報提示システムやガイドシステムに関する研究

では，屋内美術館を対象 [1][2]としたものが多く，野外

美術館を対象とした情報提示システムは非常に少ない．

本研究では，瀬戸内海の島々を舞台に開催される大

規模な野外美術展覧会である「瀬戸内国際芸術祭」[3]

を対象とした作品情報提示システムを開発した．瀬戸

内国際芸術祭では，作品情報を記載した看板が設置さ

れていない作品も多い．また，看板が設置されていて

も非常に小さく，記載できる情報量に限りがあった．こ

れは看板によってアート作品の見栄えやコンセプトが

損なわれてしまうという懸念によるものである．

本研究で開発したシステムは，携帯情報端末によっ

て撮影された画像を用いて検索を行い，撮影された画

像に類似する画像とそれに紐づく作品情報を携帯情報

端末で提示するシステムである．本システムでは，看板

を設置しないことから，アート作品の見栄えやコンセ

プトを損なわず作品情報を提示することができる．本

論文では，画像認識技術を用いた野外美術館における

作品情報提示システムについて述べる．

2 画像認識技術を用いた野外美術館における
作品情報提示システム

作品情報を得る行為において，なんらかの特別な操

作が必要な場合，観光者がそれら行為を負担に感じる

可能性がある．本研究で開発したシステムは，一般的

な観光行動であるアート作品を撮影するという行為か

ら，アート作品に関する情報を得ることができる．こ

れによって上記で述べた観光者の負担を軽減できる．

図 1は，本研究で開発した作品情報提示システムの
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図 1: 作品情報提示システムの概要

概要を示している．作品情報提示システムは，作品情

報提示アプリケーションと画像認識サーバから構成さ

れる．作品情報提示システムでは，画像認識技術を用

いて，撮影されたアート作品の画像から，システム上

の類似するアート作品の画像とそれに紐づく情報を提

示することで，観光者が作品情報を得る仕組みを実現

する．システム管理者は，アート作品を撮影し，その撮

影画像にアート作品の情報を紐づけて画像データベー

スに登録する．作品情報提示システムは，観光者が撮

影したアート作品の画像と類似する画像が画像データ

ベース内にあった場合，類似する画像とそれに紐づく

作品情報を提示する．

2.1 画像認識サーバ

画像認識サーバは，撮影画像検索機能，撮影画像-作

品情報登録機能，画像データベースを有する．画像認識

サーバは，画像認識技術であるリコービジュアルサー

チ (RVS)技術 [4]を用いる．RVS技術は，画像の特徴

を分析/数値化しデータの登録および検索を行う技術で

ある．画像データベースには，登録されたアート作品

の画像とアート作品の画像に紐づく作品情報が保存さ

れる．作品情報には，作品のタイトルと作品情報への

リンクが含まれる．本研究で開発したシステムは，作

品情報へのリンクを URLスキームで記述する．近年，

Androidや iPhoneなどの多くの携帯情報端末は，必要

なアプリを起動できる URL スキームが実装されてお
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り，本システムもURLスキームから必要なアプリを起

動することができる．撮影画像検索機能は，作品情報

提示アプリケーションから送信された撮影画像を，予

め画像が登録された画像データベースに対して検索を

行う機能である．撮影画像-作品情報登録機能は，作品

情報提示アプリケーションから送信された撮影画像と

作品情報を画像データベースに登録する機能である．

2.2 作品情報提示アプリケーション

作品情報提示アプリケーションは，撮影画像送信機

能，登録画像-作品情報提示機能，撮影画像-作品情報紐

付け機能を有する．撮影画像送信機能は，携帯情報端

末が持つカメラ機能を使って撮影された画像，または

端末内に保存されている画像を画像認識サーバへ送信

する機能である．登録画像-作品情報提示機能は，画像

認識サーバによって検索された撮影画像が登録画像に

ヒットした場合に，登録画像と作品情報を提示する機

能である．撮影画像-作品情報紐付け機能は，画像認識

サーバによって検索された撮影画像が登録画像にヒッ

トしなかった場合に，撮影画像に紐付く作品情報を入

力する機能である．入力された作品情報は撮影画像と

共に，画像認識サーバへ送信する．送信された撮影画

像と作品情報は画像データベースに登録される．

図 2は，作品情報提示アプリケーションの画面を示

している．図 2(a)の，「撮って探す」ボタンを押すこと

で，カメラが起動し，撮影したアート作品の画像に類

似する画像を画像データベースから検索することがで

きる．「写真で探す」ボタンを押すことで，端末内に保存

しているアート作品の画像に類似する画像を画像デー

タベースから検索することができる．図 2(b)は，登録

画像-作品情報提示機能によって，登録されているアー

ト作品の画像と作品情報 (作品タイトルと作品情報への

リンク)が提示された画面を示している．

3 おわりに

本論文では，画像認識技術を用いた野外美術館にお

ける作品情報提示システムについて述べた．作品情報

提示システムは，携帯情報端末によって撮影された画

像を用いて検索を行い，撮影された画像に類似する画

像とそれに紐づく作品情報を携帯情報端末で提示する

システムであり，看板を設置しないことから，アート

作品の見栄えやコンセプトを損なわず作品情報を提示

することができる．

現在，開発したシステムを用いた実証実験を計画し

ている．実証実験では，作品情報提示の方法として写

真撮影を用いた本手法が有効かどうか評価する予定で

図 2: 作品提示アプリケーションの画面

ある．
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